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人のうごき（１月31日現在）

総人口

　9，726人　男 4,673人／女 5,053人
前月比

　ー17人　　　　　男 －４／女 －13
　○出生　　 １人 　○死亡　　18人
　○転入　　20人 　○転出　　20人

総世帯数

　４，377世帯　　前月比　－６

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

今月の表紙は、公民館でスマ
ホ片手に談笑する下横田区の
皆さん。町のさまざまな情報
をスマホで確認できる「防災
アプリ」の登録はお済みです
か？林野火災警戒情報をはじ
めとした防災、お悔やみ、イ
ベント情報などを受け取れま
すので、ぜひ登録をお願いし
ます。
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● オープニングセレモニー＆
　 イベント５月

● ネーミング募集

６月 ● Google ビジネスプロフィール
　 集客セミナー

● Google ビジネスプロフィール
　 徹底活用術

● テレワークセミナー

● KOSA TECH2025
● 夏休み自由研究スライム作り

● オンラインお仕事講座 基礎編
● DXビジネスコンテスト

● オンラインお仕事講座 実践編

オープニングセレモニー＆イベント 5/24
　-25

オープニングセレモニー
後、トークセッション
や本橋馨さんによる「紙
芝居」を実施。マジック
ショーや地図づくりワー
クショップにたくさんの
町民などが参加しました。

子どもたちの「探究心」
や「表現力」を育み、地
域のにぎわいづくりにつ
なげることを目的に実施。
オリジナルのスライム作
りに挑戦しました。

夏休み自由研究 スライム作り

町民などを対象に、「テレ
ワークセミナー」や「パ
ワーポイント＆生成 AI 講
座」など仕事や日々の生
活に役立つ講座を開催。
自分らしい働き方やスキ
ルアップを目指す人が参
加し、学びました。

人材育成講座

７月 8/18

７/17～

　新たな挑戦を応援するスタート地点として、地域課題の解決に向けた取り組み　新たな挑戦を応援するスタート地点として、地域課題の解決に向けた取り組み
の拠点として、さらに地域と一緒に歩んでいく場所として、昨年５月に商店街のの拠点として、さらに地域と一緒に歩んでいく場所として、昨年５月に商店街の
中に誕生した町起業等応援施設「MEBKAS」。オープニングセレモニーに始まり、中に誕生した町起業等応援施設「MEBKAS」。オープニングセレモニーに始まり、
イベントやセミナーなどさまざまな活動を行ってきました。イベントやセミナーなどさまざまな活動を行ってきました。

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

● ハロウィン親子制作イベント

● パワーポイント講座
● Canva で作る
　 魅せるチラシ制作講座

● 生成AI 講座

● Canva で作る
　 魅せるリール動画制作講座

● はじめてでも使える！
　 生成AI 活用入門講座

● 魅せる動画制作
　 CupCut を使った動画制作講座

● ノーコードで作るアプリ制作講座

町起業等応援施設「MEBKAS」町起業等応援施設「MEBKAS」

令和7年度年間イベント実施報告令和7年度年間イベント実施報告

町起業等応援施設「MEBKAS」は、今後もチャレンジする人を応援します！

●お問い合わせ先
　町起業等応援施設「MEBKAS」　☎0969-24-8775
　甲佐町大字岩下134番地１

▲公式サイト ▲ Instagram

地域住民が企画立案した
イベント「子供たちの夜
市バザー」と「ザ・コネ
クトマーケット」を開催。
バザーや音楽ライブなど
で人と人をつなぎ、住民
同士の交流を図るイベン
トとなりました。

町民主催イベント 11/98/24

● ザ・コネクトマーケット

● 子供たちの夜市バザー
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こうさ の 話題

▲奥山和弘・県道路都市局長（右）に要望書を手渡す甲斐高士会長

▲本町とさつま町のおいしいものが集まったコラボマルシェ

　１月17日（土）・18日（日）、コラボマルシェ「薩
摩のさつま＆こうさんもん」が福岡県の博多エキナ
カ・マイング広場で開催されました。
　特産品などを県内外に PRすることを目的に、本町
とさつま町が共催。出展ブースには特産品ブランド
「こうさんもん」をはじめ、本町産の新鮮な野菜など
が並び、会場は多くの来場者でにぎわいました。

博多駅で町の特産品を PR
本町とさつま町が共同マルシェ

▲木村知事と郡内の町長が登壇したパネルディスカッション

上益城の未来を見据えて
地域未来創造会議（上益城地域）
　２月４日（水）嘉島町民会館で令和７年度地域未来
創造会議（上益城地域）が開催されました。
　県知事と市町村長が直接対話し、地域の未来像を描
きながら県と市町村の連携を強化することを目的とし
て県が主催。甲斐町長や木村知事、上益城地域の町長
が登壇し、「上益城地域の広域的なスポーツ振興」を
メインテーマとして意見交換を行いました。

後世に残る優れた建物表彰
「MEBKAS」にアートポリス推進賞

　町起業等応援施設「MEBKAS」が第29回くまもと
アートポリス推進賞を受賞しました。
　同賞は、建築文化に対する関心を高めるため、県内
各地の優れた建築物等を県が表彰するもの。１月28
日（水）に県庁であった表彰式で、建築主の甲斐町長
と、設計者の阿部悠子設計アトリエの阿部悠子一級建
築士に賞状が手渡されました。

▲賞状を受け取った甲斐町長（中央左）と阿部悠子一級建築士（同右）

　本町と宇城市、御船町の沿線３自治体でつくる「小
川御船間道路整備促進期成会」は１月27日（火）、県
庁で要望活動を実施し、甲斐高士会長が奥山和弘・県
道路都市局長に要望書を手渡しました。宇城市～御船
町の区間は通行量も多く、重要な路線ながら未整備区
間も多いため、同期成会は早急な整備を要望。本町か
らは、田口橋の新規歩道橋設置の要望を行いました。

田口橋歩道橋の新規設置要望
小川御船間道路整備促進期成会が県に

8広報 こうさ 2026.3



▲子どもや大人のメンタルヘルスについて説明する講師の久米さん

▲５区・坂下湧信選手（左）から６区・可児悠月選手へタスキリレー

　第52回郡市対抗熊日駅伝が２月８日（日）、天草市陸
上競技場スタート、熊本市上通アーケード前フィニッ
シュの18区間100. ５㎞であり、本町の４選手が出走し
た上益城郡チームは総合10位に入りました。
　大会には19郡市が出場し、本町から９人（中学生２人、
高校生６人、一般１人）がエントリー。15区で梅本裕
也選手（和田内区）が区間５位の力走を見せました。

郡市代表の猛者が駆け抜ける
上益城郡チームに本町の9人エントリー

こうさの旬な情報を発信！

ツールを学び暮らしを豊かに
町公民館主催講座「オンラインスマホ教室」
　１月28日～30日、町生涯学習センターで町公民館
主催講座「オンラインスマホ教室」が開催されました。
　講師のソフトバンク㈱のスマホアドバイザーが、オ
ンライン越しにスマートフォンを使った暮らしに役立
つアプリや行政サービスの使い方を説明。受講者は、
自身のスマホを使って生成ＡＩやマイナーポータルの
便利な使い方を学びました。

▲画面越しに講師からスマホの便利なツールやアプリの操作を学ぶ受講者

　２月９日（月）、町生涯学習センター・ホールで
「令和７年度甲佐町 PTA連絡協議会・甲佐町青少年健
全育成町民会議合同講演会」が開催されました。
　同講演会は、町 PTAと同会議会員が、子どもや青
少年の健全育成のための理解を深め、よりよい活動を
促進していくことを目的として開催。関係者約50人
が参加しました。
　日本産業カウンセラー協会の久米廣昌さんが「子ど
もを育むための大人の心の健康～メンタルヘルスとス
トレス～」という演題で講演。目には見えない心の健
康をどう保つか、さまざまな要因に由来するストレス
に自らが気付き、どのように対処するのかなどを分か
りやすく説明しました。
　参加者からは「心の健康づくりには、自分でストレ
スに気付き対応していくことが大切だと思いました。
ストレスをためないように自分自身も子どもたちにも
対応していきたいと思います」などの感想がありまし
た。

子どもも大人も心のケアが重要
合同講演会を開催

9 広報 こうさ 2026.3



　今年１年、あなたの体はどう変化し
ましたか？ 日常生活の動作に欠かせ
ない下肢の筋力は、意識しないと加齢
とともに衰えやすいものです。本年度
を締めくくるこの時期に、まずは現在

の体の状態を
正しく把握し
ておきましょ
う。
フィットネス
センターでは、
体組成と下肢
筋力の測定会
を実施します。
ご自身の「足

元の力」をチェックして、来年度への
準備を始めませんか？

● InBody 測定
　筋肉量や体脂肪率などを測定し、ご
自身の身体の状態を数値化
●CS30測定
　椅子から立ち上がる動作を30秒間
繰り返し、下肢の筋力を測定
● 実施期間
　３月３日 (火 ) ～31日 ( 火 )
● 測定料
　550円 ( 税込み )
　事前にご予約いただくと、スムーズ
に測定できます。

Health
瀬﨑 由佳 さん
( 管理栄養士 )健康だより

１日３食しっかり食べてフレイルを予防しましょう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●予約・お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

◀
筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
な
ど
を
測
定
し
、
身
体
の
状
態
を

数
値
化

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
健康は足元から～体組成と筋力の測定会

今月の紹介者

　「最近、坂道や階段がきつくなった」「以前より疲れやす
くなった」。そんな変化はありませんか ?もしかすると、
それはフレイルのサインかもしれません。
　フレイルとは、年齢とともに心や体の働きが弱くなり、
介護が必要になる一歩手前の状態のことです。いったん介
護が必要になると、元のように自立した生活に戻ることは
難しいといわれています。今回は、フレイルを予防するた
めの食事のポイントについてご紹介します。

●フレイルサインをチェックしてみましょう
　次の項目に当てはまるものはありませんか ?
　□ 筋力 ( 握力 ) が低下した
　□ 半年で２㌔以上体重が減った
　□ 軽い運動や体操を週に1回もしていない
　□ 疲れやすくなった
　□ 歩くのが遅くなった
　１つでも当てはまる場合は、フレイルの前段階（プレフ
レイル）の可能性があります。

●予防するにはおかずが大切
　フレイル予防には、毎日の食事がとても重要です。まず
は、１日３食しっかり食べることを心がけましょう。１食

でも抜いてしまうと、必要な栄養が不足しやすくなります。
特におかず（肉、魚、卵、大豆製品、乳製品）は、筋肉や
骨を保つためにとても大切です。調理が難しい場合は、パ
ウチの煮魚、冷凍食品、ツナ缶なども上手に活用するのも
おすすめです。

●１日に必要なおかずの目安量を意識
　おかずは、大人１人が１日に必要な目安量を意識するこ
とが大切です。１日の目安量は魚と肉が各50～60㌘、卵
１個、豆腐100㌘、牛乳コップ１杯などです。また１食に
つき1～２種類とることで、栄養のバランスがよくなり、
筋肉や骨の維持に役立ちます。

●緑の野菜も取り入れましょう
　水菜、小松菜、春菊、ほうれん草などの緑の野菜には、
筋肉や骨の細胞を守る働きをサポートするビタミンA、C、
Eが含まれています。おかずと一緒に積極的に取り入れて
みましょう。生野菜をとるのが難しい場合は、冷凍ほうれ
ん草などを活用し、無理なく少しずつ取り入れましょう。
▶ご相談・お問い合わせ先
　町健康推進課（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711
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月　日 当番医 電話番号

３月１日 谷 田 病 院 096-234-1248
３月８日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600
３月15日 荒 瀬 病 院 096-234-1161
３月22日 谷 田 病 院 096-234-1248
３月29日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

２日（月） 　身体測定（身長・体重）

４日（水） 　トンネル遊び

６日（金） 　親子で読書

９日（月） 　シール遊び

11日（水） 　手型・足型

13日（金） 　体操をしよう

16日（月） 　ブロック遊び

18日（水） 　おやつ作り（要予約）

23日（月） 　お散歩

25日（水） 　ボール遊び

27日（金） 　ままごと遊び（閉所日）
 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

　 ４か月児健診

　　３月19日（木）　午前10時

　　４月16日  （木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　３月19日（木）　午前９時30分

　　４月16日（木）　午前９時30分

　 11か月児健診

　　３月19日（木）　午前９時

　　４月16日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　　３月10日（火）　午後１時10分

　 すくすく２歳児子育て相談

　４月17日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　３月10日（火）　午後１時20分

３月・４月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　３月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

月　日 当番医 電話番号

３月１日 コ ー セ イ 薬 局 096-234-1491
３月８日 甲 佐 薬 局 096-234-3876
３月15日 三 恵 薬 局 096-234-3678
３月22日 コ ー セ イ 薬 局 096-234-1491
３月29日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

●休日当番薬局

※健診などの日時は変更となる場合
があります。対象の方に個別にお送
りする通知を必ずご確認ください。

池上 來
らい か

花 ちゃん（１か月）
　父　忍さん　
　母　梓花さん　（西寒野区）

じぃ、ばぁば これからもたくさんか
わいがってね♩大好きだよ♡

寺本 陽
はる と

飛 ちゃん（11か月）
　父　優己さん　
　母　眞子さん　（緑町区）

３月６日で１歳です！そんな僕はお米
が大好き♡
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語
や
知
識
が
深
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
0
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ 

　

い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
開
い

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

3
月
12
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　

お
は
な
し
の
へ
や
（
町
生
涯
学
習
セ
ン 

　

タ
ー
・
図
書
室
内
）

シリアの砂漠で出会った総勢 70人の大
家族。その十二男と結婚し、シリア難民
の妻、そして二児の母となった写真家が、
激動のシリアを生きた市井の人々の、等
身大の姿を描く。第 23回開高健ノンフ
ィクション賞受賞作です。

信州の美しい木立に佇
たたず

むエルザ動物クリ
ニック。瀕

ひんし

死の野良の子猫、高齢犬ロビ
ン、インコのタロウ。スタッフは日々運
び込まれる動物たちの治療を懸命に続け
…。かけがえのない命をいかに救い、看

み

取るのか。命への愛に満ちた物語です。

集まる日も、2皿あればいい。丁寧に、
でも手間はかけすぎず、華美でもなく、
でも、おしゃれに…。“ 人を呼びたくな
るレシピ ” を厳選して紹介しています。
著者のセンスに魅了される、アートブッ
クのような美しいレシピ集です。

警視庁公安部の佐島の大学時代の友人・
稲澤が、勤務先の女性部下・矢代を殺害
した容疑をかけられた。被害者は、佐島
と稲澤が学生時代に恋焦がれた女性・綾
と瓜
うり

二つだった…。次々と真相が反転す
る「警察×スパイ」ミステリーです。

33年間、地方公務員として県庁に勤め
ていた私にとって高校校長への異動は青
天の霹

へきれき

靂で、実際に勤務してみるとそこ
はまるで異世界であった…。「県立高校
を経営する」という仕事の裏舞台を余す
ところなく記したドキュメントです。

小説 一般書

白鷺立つ
住田 祐 著／文藝春秋

シリアの家族
小松 由佳 著／集英社

しっぽのカルテ
村山 由佳 著／集英社

たとえば孤独という名の噓
　誉田 哲也 著／文藝春秋

集まる日もこの２皿さえあれば。
　有元 葉子 著／集英社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

天明飢
ききん

饉の傷痕いまだ癒えぬ比叡山延暦
寺に、失敗すれば死といわれる「千日回
峰行」を成し遂げようとする 2人の仏
僧がいた。歴史に名を残すための闘いは、
やがて業

ごうか

火となり叡山を飲み込んでいく
…。第 32回松本清張賞受賞作です。

  

図
書
室

行
こ
う
へ

▲町図書室カウンター前に設置してある
「年間貸出ランキング」のコーナー

素人校長ばたばた日記
川田 公長 著／三五館シンシャ・フォレスト出版
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■「
町
人
権
教
育
講
演
会
」
で
歌
手
の 
  

木
山
さ
ん
、「hom

e

」な
ど
６
曲
熱
唱

　

1
月
18
日
（
日
）、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
令
和
7
年
度
甲
佐
町
人
権

教
育
講
演
会
」
を
開
き
、
町
民
や
教
職
員
、

町
職
員
な
ど
１
２
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
や
企
業

な
ど
に
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
な
ど
が
開

催
。
歌
手
の
木
山
裕
策
さ
ん
が
「
今
、
歌
を

通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
〜
一
人
ひ
と
り
の
生

命
の
輝
き
を
見
つ
め
て
〜
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

木
山
さ
ん
は
会
社
員
時
代
の
36
歳
で
甲
状

腺
が
ん
に
な
り
、
そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
歌
手
を
目
指
し
、
２
０

０
８
年
に
家
族
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲

「hom
e

」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
同
年
末
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
出
場
さ
れ
、
現
在
は
歌
手

と
講
演
活
動
を
中
心
に
ご
活
躍
中
で
す
。

   

講
演
で
は
自
身
の
体
験
を
通
し
て
人
の
命

の
尊
さ
や
家
族
の
絆
を
語
ら
れ
、
後
半
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「hom

e

」
を
含
め
全

6
曲
を
熱
唱
。
曲
は
全
て
人
を
大
切
に
思
う

心
、
一
人
ひ
と
り
が
唯
一
無
二
の
存
在
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
伝
え
る
選
曲
で
し
た
。

　

参
加
者
は
「
体
験
か
ら
考
え
た
事
を
伝
え

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

勇
気
を
も
ら
い
、
と
て
も
感
謝
し
ま
す
」

「
負
け
を
受
け
入
れ
る
・
自
分
と
向
き
合
う
・

前
向
き
に
生
き
る
。
自
分
を
信
じ
て
そ
ん
な

人
生
を
送
っ
て
い
き
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
感

動
し
ま
し
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
４
）

▲町人権教育講演会で熱唱する木山裕策さん

人
権 

〜
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

歌
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
の
命
の
大
切
さ
伝
え
る

　2月14日（土）、町生涯学習センター ホールで第29
回新甲佐町史歴史研修会が開催されました。
　同研修会は、平成25年刊行の『新甲佐町史』を用い
て、本町の今と昔を考え、成り立ちを追うことを目的に、
町教育委員会が主催。今回は「余所（よそ）から視
（み）た甲佐町の文化財~知られざる地域の文化財を知
る~」と題し、熊本市塚原歴史民俗資料館の稲津暢洋
さんを講師に、約40人が参加しました。
　研修会では、岩下一区の恵比寿神社で使用されてい
る竹葉石（ちくようせき）は熊本県特有の石材で、国
会議事堂の副議長の暖炉にも使用されていることや、
江戸時代の宇城市（旧豊野村の休

やすみむら

村）の石工（いしく）、
古田安兵衛作の石灯籠（いしどうろう）が甲佐神社や
早川厳島神社で確認され、その他、休村の石工たちの
作品が町内にあることなど、講師自らが訪れて調査し
た本町の気になる文化財や地名、熊本市塚原歴史民俗
資料館に収蔵されている本町の資料などについてお話

されました。
　参加者からは、「何気なく暮らしていて気付かないこ
とが多いのですが、文化財は身近なものであることに
気付きました」などの感想があり、多くの方が身近な
文化財を再確認する機会になりました。

「余所から視た甲佐町の文化財~知られざる地域の文化財を知る~」文化財探訪

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線327）

第29回新甲佐町史歴史研修会

▲町生涯学習センター・ホールで開催された新町史研修会
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こ
の
春
、
大
学
進
学
や
就
職
を
す
る
３

年
生
の
代
表
７
人
が
１
月
23
日
（
金
）、「
合

格
体
験
発
表
会
」
で
後
輩
た
ち
を
前
に
具

体
的
な
体
験
談
を
語
り
ま
し
た
。

　

２
年
生
が
、
先
輩
た
ち
の
実
体
験
に
基

づ
く
言
葉
を
通
し
て
進
路
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
、
主
体
的
に
将
来
を
考
え
る
力
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
。
進
路
目
標
が

明
確
な
生
徒
に
は
、
学
業
や
部
活
動
、
資

格
取
得
な
ど
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
へ
の
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
発
表

す
る
３
年
生
自
身
に
も
、
先
輩
と
し
て
の

自
覚
を
促
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
さ

せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
進
学
先
は
東
海
大
学
文
理
融
合
学
部
、

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
人
文
学
部
、
熊

本
学
園
大
学
外
国
語
学
部
。
就
職
先
は
山

崎
製
パ
ン
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
芳
寿
会
、
熊

本
野
菜
育
苗
セ
ン
タ
ー
、
自
衛
隊
で
、
一

人
が
５
分
程
度
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
先
輩
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が

堂
々
と
し
た
姿
で
発
表
。
こ
の
３
年
間
で

の
大
き
な
成
長
と
、
就
職
や
進
学
に
向
け

た
確
か
な
自
信
が
感
じ
ら
れ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
を
真
剣
に
聞
い

て
い
た
２
年
生
に
と
っ
て
も
、
先
輩
の
具

体
的
な
体
験
談
を
通
し
、
自
身
の
将
来
や

進
路
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会

に
。
会
場
全
体
が
前
向
き
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
有
意
義
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

進
学
・
就
職
予
定
の
３
年
生
７
人

後
輩
た
ち
に
合
格
体
験
談
語
る

▲この春の大学進学や就職を決めた７人が、２年生
たちを前に具体的な合格体験談を発表した会場

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 36

Town Development
甲佐のまちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041

●
持
参
す
る
物

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ

●
講
師

　

株
式
会
社
Ｔ
ｅ
Ｎ
担
当
者

●
内
容

　

Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
体
験
講
座
（
４

日
間
）

①
Ａ
Ｉ
と
音
声
で
上
手
に
会
話
し
よ
う

②
Ａ
Ｉ
に
「
お
願
い
」
し
て
み
よ
う

　

‐
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
体
験

③
Ａ
Ｉ
に
自
分
の
「
専
門
家
」
を
作

　

ろ
う

④
1
時
間
で
、
Ａ
Ｉ
で
ア
プ
リ
を
作

　

ろ
う

※
１
日
、
２
日
間
だ
け
の
受
講
で
も

　

対
応
可
能
で
す
。

●
申
し
込
み
方
法 

・
町
民

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み 

・
甲
佐
高
校
生

　

先
生
を
通
し
て
申
し
込
み

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｍ
Ｙ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

山
森

　

☎
０
９
０
‐
９
６
５
５
‐
１
８
３
１

生
成
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
講
座
で

「
自
分
の
代
わ
り
に
動
く
」
未
来
を
体
感

　

生
成
Ａ
Ｉ
が
、
あ
な
た
の
代
わ
り

に
調
べ
も
の
、
資
料
作
成
、
画
像
や

動
画
の
作
成
、
ア
プ
リ
開
発
ま
で
自

動
で
行
う
時
代
が
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま

で
来
て
い
ま
す
。
そ
の
最
前
線
を
実

際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。

　

甲
佐
高
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
義
で

講
師
を
担
当
す
る
株
式
会
社
Ｔ
ｅ
Ｎ

の
講
師
陣
が
初
め
て
の
方
に
も
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

●
日
時　

①
３
月
10
日
（
火
）

　

午
後
４
時
～
午
後
５
時

②
３
月
17
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

③
３
月
18
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
午
後
５
時

④
３
月
19
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

●
会
場

　

Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
（
町
起
業
等
応
援

施
設
）

●
参
加
者

　
15
人
（
町
民
、甲
佐
高
校
生
が
対
象
）

※
先
着
順
で
す

●
参
加
料

　

無
料
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日 月 火 水 木 金 土
1
  
 甲佐高校卒業式

2
 
 納期限
 （町税務課） 

 法律・人権・行政相談
 （町福祉課）

 行政区配布
 （町総務課）

３ ４
 

５
 消費生活相談
 （町福祉課）

６ ７
 甲佐中学校卒業式

８
 

９

 

10
 １歳６か月児・
 ３歳児健診
 （町健康推進課）

11 12
 消費生活相談
 （町福祉課）
 

13 14
 町公民館大会
 （町社会教育課）

15
 役場調査電気設備
工事による停電
 （休日窓口の一部業
務停止・図書室休館）
 （町総務課） 

16
 心配ごと相談
 （町福祉課） 
 行政区配布
 （町総務課）

17 18
 認知症について
 の相談会と家族
 の集い
 （町福祉課） 
 マイナンバーカード 
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

19
 消費生活相談
 （町福祉課）

 4か月・7か月・
11か月児健診
 （町健康推進課）

20 21
 

22 23 24
 

25
 

26
 消費生活相談
 （町福祉課）

27 28
 

29
 町消防団出初式
 （町総務課） 

30
 口座振替日
 （町税務課） 

31
 納期限
 夜間窓口
 （町税務課） 

 

4/1

 

4/2

 消費生活相談
 （町福祉課）

 行政区配布
 （町総務課）

4/3
 

4/4

 

　 　
　 　
　　　　　　　　　　　　            ※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R8.3 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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■�

保
険
の
資
格
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は

　
必
ず
届
け
出
ま
し
ょ
う

　

世
帯
員
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動

（
転
入
、
転
出
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
ま
た

は
脱
退
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
、
世
帯
主
は

必
ず
14
日
以
内
に
町
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
給

付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
以

外
は
国
民
健
康
保
険
に
入
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
３
～
４
月
は
就
職
な
ど
で
異
動
が
多
い

時
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
届
け
出
を

し
た
日
の
月
か
ら
で
は
な
く
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
た
日
（
転
入
日
や
社
会
保
険
の

資
格
喪
失
日
な
ど
）
の
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

掛
か
り
ま
す
。

●
国
保
に
加
入
す
る
日
と
は

・
転
入
し
た
日
（
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に

　
未
加
入
の
場
合
）

・
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
日

・
出
生
し
た
日

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

●
国
保
を
脱
退
す
る
日
と
は

・
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
日
（
本
町
か
ら
転

　
出
し
た
同
じ
日
に
他
市
町
村
に
転
入
し
た

　
場
合
は
、
転
出
し
た
日
）

・
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
日
の

　
翌
日

・
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日

■�

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
発
行
し
ま
す

　
令
和
７
年
度
の
「
あ
ん
ま
、
は
り
、
き
ゅ

う
治
療
券
」
の
使
用
期
限
は
、
令
和
８
年
３

月
31
日
（
火
）
で
す
。
な
お
、
令
和
８
年
度

の
治
療
券
は
、
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
発
行

し
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で
治
療
券
が
必
要

な
人
は
、
町
住
民
生
活
課
保
険
係
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
治
療
券
の
申
請
に
必
要
な
も
の
は
「
国
民

健
康
保
険
資
格
確
認
書
」「
国
民
健
康
保
険

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
い
ず
れ
か
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

町からのお知らせ

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
届
け
出

世
帯
主
は
必
ず
14
日
以
内
に
町
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

退
職
し
た
ら
厚
生
年
金
か
ら
の
変
更
を

　
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
勤
務
先
を
退
職
時
は
、
厚
生
年
金
か
ら
国

民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
退
職
さ
れ
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
の
方
や
、
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
で
扶

養
か
ら
外
れ
た
配
偶
者
の
方
も
国
民
年
金
へ

の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。
20
歳
に

な
ら
れ
た
学
生
の
方
も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
７
，

５
１
０
円
（
月
額
）。
８
年
度
は
４
月
か
ら

１
７
，
９
２
０
円
で
す
。
こ
の
定
額
料
に
毎

月
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て

納
め
る
こ
と
で
、
将
来
受
給
す
る
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
付
加
年
金
の
加

入
に
は
申
請
が
必
要
）。

　
ま
た
、
２
年
分
、
１
年
分
、
６
か
月
分
を

ま
と
め
て
前
払
い
す
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。
前
納
す
る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る
の

で
お
得
で
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日

で
す
。
納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な

い
と
、
万
が
一
の
と
き
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
だ
と
老
後
の
受
け
取
り
だ
け

で
な
く
、
万
が
一
け
が
や
病
気
な
ど
で
障
が

い
が
残
っ
た
際
に
保
障
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
で
き
な
い
方
は
学

生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

・
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３
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事
業
者
に
も
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た

　
令
和
６
年
４
月
１
日
に
「
改
正
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、
事
業
者
※

に
よ
る
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
「
合
理
的

配
慮
の
提
供
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
個
人
事
業
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　
す
る
団
体
な
ど
も
含
み
ま
す
。
障
が
い

　
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
認
め

　
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指

　
し
て
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁

　
止
」「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
掲
げ

　
て
い
ま
す
。

■�

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は

　
行
政
機
関
な
ど
や
事
業
者
が
事
務
・
事
業

を
行
う
際
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
社
会

の
中
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に
何
か
し

ら
の
対
応
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■�

合
理
的
配
慮
に
は
「
建
設
的
対
話
」
が

必
要
で
す　

　
申
し
出
へ
の
対
応
が
難
し
い
場
合
で
も
、

障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
な
ど
の
双
方
が

持
っ
て
い
る
情
報
や
意
見
を
伝
え
合
い
、「
建

設
的
対
話
」
に
努
め
る
こ
と
で
、
目
的
に
応

じ
て
代
わ
り
の
手
段
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
対
応
の
例

　
筆
談
、
読
み
上
げ
、
代
筆
、
介
助
、
席
の

　
配
慮
な
ど

■
県
の
出
前
講
座
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
　

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
概
要
や
、
障

が
い
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か
、
ど
ん

な
接
し
方
を
し
た
ら
良
い
の
か
、
ど
ん
な
こ

と
が
差
別
に
あ
た
る
の
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
を
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
障
が
い
者
支
援
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
６

　
県
障
が
い
者
支
援
課（
特
定
相
談
専
用
電
話
）

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
４

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
５
）

「ふるさと応援チケット」第２弾の利用は３月25日（水）から
　町では、物価高騰対策や地域経済の活性化を目的
とした「ふるさと応援チケット（利用期限付き商品
券）」第２弾の配布を開始しました。今回は、全町民
１人当たり１万円、65歳以上の方にはさらに１万
円を追加で配布。２月末から世帯主あてにゆうパッ
クで順次郵送しています。
●利用期間
　３月25日（水）～５月７日（木）
●チケット利用可能店舗
　「ふるさと応援チケット」は、取扱店として登録
された店舗でご利用できます。チケット郵送時に同
封の「ふるさと応援チケット取り扱い店舗一覧」で
ご確認ください。利用可能店舗が追加された場合に
は随時、町公式ウェブサイトに掲載します。
●チケット利用の注意点
・たばこや公共料金の支払い、お買物券の購入など
　には利用できません。また、お釣りは出ません。
・交付された本人または代理人以外、利用すること

　はできません。
・いかなる場合でも、チケットの再発行はできません。
・使用期限を過ぎたチケットは利用できません。
●お問い合わせ先
　【チケットに関すること】
・町地域振興課　☎096-234-1154
・町福祉課　☎096-234-1114
　【利用可能店舗に関すること】
　町商工会　☎096-234-0272

チケット取り扱い店舗一覧
は、町公式ウェブサイトで
確認できます▼

◀このポスターがチケット
　利用可能店舗の目印です。
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お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
、
町
内
医
療
機
関
で
日
曜
日

と
年
末
年
始
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
休
日

当
番
医
が
、
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

▼
変
更
内
容

・
３
月
29
日
（
日
）
ま
で

　

町
内
の
医
療
機
関
の
う
ち
、
１
か
所
が

休
日
当
番
医
と
し
て
開
院

・
４
月
５
日
（
日
）
か
ら

　

上
益
城
郡
内
５
町
の
医
療
機
関
の
う

ち
、
３
か
所
が
休
日
当
番
医
と
し
て
開
院

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
内
で
日
曜
日
と

年
末
年
始
に
開
院
し
て
い
る
医
療
機
関
が

な
く
な
る
状
況
が
発
生
し
ま
す
。

　

在
宅
当
番
医
に
つ
い
て
は
、町
広
報
紙
、

熊
本
日
日
新
聞
の
当
番
医
一
覧
、
上
益
城

郡
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
（
特

定
計
量
器
）
は
、
法
律
に
よ
っ
て
２
年
に

一
度
、
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
定
期
検
査
の
年
で
す
。
特
定
計

量
器
を
持
っ
て
い
る
事
業
所
は
、
必
ず
定

期
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

４
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

▼
場
所

　

町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」

前

▼
検
査
対
象
計
量
器

　

商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用
／
病

院
、
薬
局
な
ど
の
調
剤
用
／
学
校
、
病
院
、

保
育
園
な
ど
の
体
重
測
定
用
／
農
協
な
ど

で
流
通
物
資
の
集
出
荷
な
ど
に
使
用
／
運

送
業
者
な
ど
が
貨
物
の
運
賃
算
出
用
に
使

用
／
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
生
産

物
な
ど
の
売
買
に
使
用

▼
検
査
費
用

　

１
台
５
０
０
円
〜
２
２
０
０
円

※
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・（
一
社
）
県
計
量
協
会

　

☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
７
８
１
６

・
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
管
理
室

　

計
量
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
６
‐
３
６
８
‐
２
１
０
１

　

フ
ー
ド
ロ
ス
と
は
、
本
来
は
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
令
和
５
年
度

に
約
４
６
４
万
㌧
（
農
林
水
産
省
・
環
境

省
「
令
和
５
年
度
推
計
」）
の
フ
ー
ド
ロ

ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
事

業
系
が
約
２
３
１
万
㌧
、
家
庭
系
が
約

２
３
３
万
㌧
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

フ
ー
ド
ロ
ス
が
発
生
す
る
要
因
は
、
事

業
系
で
は
、
主
に
規
格
外
品
、
返
品
、
売

れ
残
り
、
食
べ
残
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
系
で
は
、
料
理
の
作
り
す
ぎ

や
食
べ
残
し
、
野
菜
の
皮
や
茎
と
い
っ
た

食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
切
っ
て
捨
て
て

し
ま
っ
た
り
、
未
開
封
の
ま
ま
食
べ
ず
に

捨
て
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
フ
ー
ド
ロ
ス
を
削
減
す

る
た
め
に
は
、
事
業
者
と
住
民
一
人
一
人

の
協
力
が
必
要
で
す
。

▼
削
減
へ
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

・「
て
ま
え
ど
り
」
行
動
の
励
行

　

購
入
し
て
す
ぐ
に
食
べ
る
商
品
は
、
商

品
棚
の
手
前
か
ら
取
り
ま
し
ょ
う
（「
て

ま
え
ど
り
」
行
動
）。
商
品
棚
の
奥
か
ら

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧

❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

今
年
は
２
年
に
一
度
の
年

フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
と

生
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
を
！

４
月
か
ら
の
休
日
当
番
医
は

郡
内
５
町
の
医
療
機
関
が
担
当
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取
る
と
、
消
費
期
限
の
短
い
商
品
が
残
り

続
け
、
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
廃
棄
さ

れ
ま
す
。
手
前
か
ら
取
る
こ
と
で
廃
棄
さ

れ
る
商
品
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。 

・
食
材
は
使
い
切
り
ま
し
ょ
う

　

食
材
は
無
駄
な
く
使
い
切
り
、
買
う
前

に
は
冷
蔵
庫
内
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
買

い
す
ぎ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
料
理
は
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う

　

食
べ
切
れ
る
量
だ
け
を
作
り
、
残
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
冷
蔵
保
存
し
た
り
、
少

し
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
違
う
料
理
に
し
た

り
し
て
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
外

食
の
際
は
食
べ
切
れ
る
適
量
だ
け
を
注
文

し
ま
し
ょ
う
。 

・
生
ご
み
の
約
80
㌫
は
水
分

　

ご
み
と
し
て
燃
や
す
に
は
多
く
の
燃

料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
捨
て
る
前
に

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
す
る
だ
け
で
、
ご

み
の
減
量
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
し
っ
か
り
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う

　

水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
、
き
ち

ん
と
水
気
を
絞
っ
て
か
ら
ご
み
を
出
し
ま

し
ょ
う
。
水
切
り
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の

重
量
を
減
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
嫌
な
臭

い
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
の
動
物
に
荒

ら
さ
れ
る
可
能
性
が
低
く
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

くらしの情報

町税などの滞納処分（１月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差し押さえ件数 ４件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 541,261円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
１月 年累計

人身事故 ０ ０

物損事故 １４ １４

盗難など ０ ０

１月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数
１月 年累計

家 屋 １ １

原 野 ０ ３

そ の 他 ０ ０

合計件数 １ ４
２月15日現在

fire prevention

　令和８年６月、すべての事業所・企業を対象に
「令和８年経済センサス‐活動調査」を実施します。
　調査結果は、社会経済の発展を支える基礎資料
として広く活用されます。
　町では、この調査の実施に欠かせない統計調査
員を募集します。
●調査期間
令和８年５月～６月（予定）
●調査員の仕事
①調査員事務打ち合わせ会に参加②担当区域内の
事業所の把握③対象事業所を訪問し、調査票等を
配布、回答を依頼④調査票の回収⑤調査書類・用
品を整理して町に提出
　報酬もお支払いしますので、少しでも興味のあ
る方はぜひ一度お問い合わせください。
▶お問い合わせ先
　町企画課　☎096-234-1115

令和８年経済センサス‐活動調査の調査員を募集
くらしの情報
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県
は
「
み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ーin

く

ま
も
と
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　

性
の
多
様
性
や
多
文
化
共
生
社
会
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
映
画
上
映
会

と
講
演
会
の
二
本
立
て
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　

３
月
15
日
（
日
）
午
後
1
時
〜

※
午
後
０
時
30
分
開
場

▼
場
所

　

熊
本
城
ホ
ー
ル　

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

▼
内
容

①
今
田
美
桜
さ
ん
主
演
映
画
「
カ
ラ
ン
コ

　

エ
の
花
」
の
上
映

　

高
校
を
舞
台
に
し
て
、
当
事
者
で
は
な

く
周
囲
の
人
々
の
目
線
か
ら
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
」
を
含
む
、
性
の
多
様
性
を
静
か
に
描

い
た
作
品
で
す
。

②
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
に
よ
る
多
文
化
共

　

生
に
関
す
る
講
演
会

　

ア
メ
リ
カ
出
身
の
パ
ッ
ク
ン
さ
ん
と
群

馬
県
出
身
の
マ
ッ
ク
ン
さ
ん
に
よ
る
笑
い

を
交
え
な
が
ら
、
文
化
や
価
値
観
の
違
い

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
講
演
会
で
す
。

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
参
加
申
し
込
み
方
法

　

ロ
ゴ
フ
ォ
ー
ム

　

https://logoform
.jp/f/U

82IU

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
人
権
同
和
政
策
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
９

　

県
は
、
水
俣
病
被
害
者
手
帳
・
医
療
手

帳
を
お
持
ち
で
、
直
近
１
年
間
に
は
が
き

を
送
付
し
た
方
へ
、
口
座
振
り
込
み
の
お

知
ら
せ
の
送
付
希
望
調
査
実
施
に
関
す
る

書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
も
は
が
き
送
付
を
希
望
の
方

は
、
返
信
用
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
封
の
保
護
シ
ー
ル
を
貼
り
、
３
月

末
ま
で
に
返
送
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
・
水
俣
病
相
談
窓
口
で
も
お

　

手
続
き
可
能
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
水
俣
病
保
健
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
４

　

歯
科
衛
生
士
は
人
々
の
歯
・
お
口
の
健

康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
家
資
格
の

専
門
職
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
今
、
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
人
の
一
生
を
支
え
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。
多
く
の
歯

を
保
つ
こ
と
は
全
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

歯
科
衛
生
士
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る

あ
な
た
、
離
職
し
た
歯
科
衛
生
士
の
あ
な

た
を
社
会
は
求
め
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が

輝
け
る
場
所
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
県
歯
科
医
師
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
熊
本
県

歯
科
医
師
会
歯
科
衛
生
士
就
業
支
援
」
で

ネ
ッ
ト
検
索
を
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
情
報
発
信

中
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
歯
科
医
師
会

　

☎
０
９
６
‐
３
４
３
‐
８
０
２
０

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
に
よ
り
、
歩
行
者
自
動
車
な
ど
に
損
害

が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
人

は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

　

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路
に
お
け

る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路
異
常
を
発

見
し
た
場
合
の
通
報
窓
口
で
す
。
こ
の
ダ

イ
ヤ
ル
に
通
報
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

速
や
か
に
応
急
処
置
等
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
道
路
の
異
常
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
＃
９
９
１
０
に
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、
平
成
30
年
度

に
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
令
和
２
年

10
月
以
降
、
県
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
感
染
す
る
と
、

地
表
部
か
ら
茎
の
変
色
や
、
い
も
の
腐
敗

な
ど
が
起
き
、
ひ
ど
い
場
合
、
株
が
枯
死

くらしの情報

３
月
15
日
（
日
）
開
催

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー

お
知
ら
せ

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

（
＃
９
９
１
０
）
通
報
の
お
願
い

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の

ま
ん
延
防
止
に
つ
い
て

水
俣
病
被
害
者
手
帳
・

医
療
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

道
路
へ
張
り
出
し
た
木
の

伐
採
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
人
・

資
格
を
持
つ
人
を
応
援
し
ま
す
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くらしの情報

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
は
定
植
時
期
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
、

健
全
な
種
い
も
・
苗
を
登
録
薬
剤
へ
浸
漬

消
毒
し
て
使
用
す
る
と
と
も
に
、
ほ
場
の

土
壌
消
毒
と
植
え
付
け
前
の
排
水
対
策
等

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
発
生
し
た

場
合
は
、
病
気
が
広
が
る
前
に
発
病
し
た

株
を
ほ
場
外
で
適
切
に
処
分
し
、
加
え
て
、

ほ
場
内
の
発
生
箇
所
に
登
録
薬
剤
を
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

病
害
虫
防
除
所

　

☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
４
９
０

　

県
農
業
普
及
・
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
３
０
１
０

　

男
女
共
同
参
画
相
談
室
ら
い
ふ
は
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
生
き
方
の
選

択
と
人
権
を
尊
重
し
た
総
合
相
談
窓
口
で

す
。

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
、
人
間

関
係
や
暴
力
に
悩
む
方
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）。

▼
相
談
受
付
時
間

・
月
〜
火
・
木
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
火
曜
日
の
み
午
後
７
時
30
分
ま
で

▼
相
談
窓
口
電
話
番
号

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
６
６
６

※
土
曜
日
の
み

　

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
３

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
７

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
は
、
自
衛

隊
の
幹
部
候
補
生
や
幹
部
候
補
曹
、
予
備

自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
募
集
項
目
や
試
験
日
な
ど
は
次

の
通
り
で
す
。

●
幹
部
候
補
生

◇
一
般
・
専
門
（
陸
）・
飛
行
（
海
空
）

▼
受
付
期
間　

３
月
１
日
〜
４
月
３
日

▼
試
験
日　

　

１
次
＝
４
月
11
日
・
12
日

※
12
日
は
海
空
の
飛
行
要
員
の
み

　

２
次
＝
６
月
１
日
〜
７
日

　

３
次
＝
海
７
月
２
日
〜
６
日
、
空
７
月

18
日
〜
８
月
７
日

◇
歯
科
・
薬
剤

▼
受
付
期
間　

３
月
１
日
〜
４
月
３
日

▼
試
験
日　

　

１
次
＝
４
月
11
日

　

２
次
＝
６
月
１
日
〜
７
日

●
幹
部
候
補
曹

▼
受
付
期
間　

３
月
１
日
〜
４
月
３
日

▼
試
験
日

　

１
次
＝
４
月
11
日

　

２
次
＝
６
月
１
日
〜
７
日

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

▼
受
付
期
間　

〜
３
月
30
日

▼
試
験
日　

４
月
１
日
〜
19
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

宇
城
募
集
案
内
所

　

☎
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　

県
は
、
県
管
理
の
道
路
に
お
け
る
清
掃

や
除
草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、「
ロ
ー
ド
・

ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
申
し

込
み
が
可
能
で
、
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
な
ど
の

支
給
、
清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
の

加
入
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

く
ら
し
安
全

進
学
・
進
級
の
時
季
到
来
…

少
年
の
非
行
や
犯
罪
被
害
防
ご
う

　　

春
は
進
学
・
進
級
の
季
節
。
生
活
環
境

が
変
化
す
る
こ
と
で
、
少
年
た
ち
が
非
行

に
走
っ
た
り
、
犯
罪
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
深
夜
は
い
か
い
、
喫

煙
・
飲
酒
な
ど
の
不
良
行
為
や
万
引
き
、

大
麻
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物
乱
用
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
利
用
に
起
因
し
た
犯
罪
や
個
人
情

報
流
出
な
ど
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
有
害
環
境
や
犯
罪
被
害

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
守
る
に

は
、
①
こ
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

用
状
況
を
保
護
者
が
把
握
し
、
安
全
管
理

で
き
る
「
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
活
用
」
②
不
適
切
な
情
報
や
危
険
な
出

会
い
を
防
ぐ
た
め
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る

「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
」
③
保
護
者

と
子
ど
も
が
一
緒
に
な
り
、
利
用
す
る
目

的
や
場
所
、
時
間
帯
を
話
し
合
う
「
ル
ー

ル
作
り
」
―
が
有
効
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
や

予
備
自
衛
官
補
な
ど

募
集

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

生
き
づ
ら
さ
や
人
間
関
係

悩
む
方
は
ま
ず
ご
相
談
を
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﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

ド
キ
ド
キ

　

タ
ス
キ
の
相
手
見
つ
か
ら
ん 

広
田
み
ど
り

 

ド
キ
ド
キ

　

バ
レ
は
し
な
い
か
カ
ン
ニ
ン
グ 

志
垣　
　

光

ド
キ
ド
キ

　

フ
ォ
ー
ク
ナ
イ
フ
じ
ゃ
食
い
き
ら
ん 

平
井
や
よ
い

ド
キ
ド
キ

　

タ
ス
キ
届
く
か
繰
り
上
げ
か 

光
永　
　

六

ド
キ
ド
キ

　

孫
も
見
て
い
る
ラ
ブ
シ
ー
ン 

井
元
あ
ざ
み

ド
キ
ド
キ

　

受
け
て
く
れ
る
か
プ
ロ
ポ
ー
ズ 

日
高　

美
里

ド
キ
ド
キ

　

初
め
て
乗
っ
た
熱
気
球 

上
田　

梅
清

ド
キ
ド
キ

　

掲
示
目
で
追
う
受
験
生 

北
川　

直
美

﹇
短
歌
﹈ 

赤
星
延
子 

選

コ
ン
ビ
ニ
で
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
買
う
息
子

助
手
席
で
待
つ
我
に
も
一
つ 

岡
部　

律
子

極
寒
に
耐
え
て
芽
を
吹
く
ね
こ
柳

細
き
枝
に
も
可
愛
い
綿
毛 

池
田
キ
ヨ
子

大
雪
と
か
た
や
小
雨
の
列
島
に

気
候
危
機
な
る
災
害
浮
か
ぶ 
吉
永
由
紀
子

老
い
て
な
お
吾
が
青
春
を
求
め
し
か

九
重
連
山
登
り
し
日
々
に 

内
田
乃
武
子

豪
雪
を
見
る
た
び
胸
を
痛
め
を
り

同
じ
日
本
の
出
来
ご
と
な
の
か 

緒
方　

明
美

咲
き
初
め
し
山
茶
花
に
早
や
目
白
来
て

わ
が
者
顔
に
花
芯
つ
い
ば
む 

赤
星　

延
子

literary work
うたごよみ　～弥生～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
① 里芋は泥を落とし、よく洗ったら、
皮を包丁でこそぎ落としておきます。

② 大根は厚めに皮をむき、２㌢幅に切
り４等分にします。

③ ①と②とひたひたの水を鍋に入れ、
12～13分ほどゆでておきましょう。

④ 別鍋にサッと水洗いした手羽元と③
と調味料、最後に水500cc を入れ、
ふたをして40分ほどコトコト煮たら
出来上がりです。火を止めたらそのま
ま１時間ほど置くと、よく味が染み込
みますよ。

里芋と大根と手羽元のみそ煮

　

３
月
は
、
別
れ
や
旅
立
ち
の
季
節
。

卒
業
や
異
動
な
ど
で
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
と
い
う
人
が
多
く
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま

で
歩
ん
で
き
た
道
を
忘
れ
ず
に
、
未

来
が
よ
り
一
層
実
り
大
き
な
も
の
と

な
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

別
れ
が
あ
れ
ば
出
会
い
が
あ
る
と

言
い
ま
す
が
、
私
に
は
少
し
早
め
の

あ
り
が
た
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
、
広
報
紙
担
当
に
新

た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。
と
っ

て
も
明
る
く
て
お
話
大
好
き
、
写
真

が
と
っ
て
も
上
手
な
方
で
、
私
も
写

真
の
撮
り
方
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
取
材
も

ど
ん
ど
ん
お
願
い
す
る
の
で
、
皆
さ

ん
に
お
会
い
す
る
こ
と
も
多
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
編
集
後
記
」

で
も
近
日
登
場
さ
れ
る
こ
と
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
楽

し
み
に
！                         （
み
）

　ほかほかご飯とみそ汁に煮物があったら最高です。そして煮物の定番といえ
ば「里芋」ですよね。ところで里芋は他のイモ類より糖質がかなり低いってご
存じですか？だからといって山のように食べて良いというわけではありません。
　疲労回復、むくみの解消、腸内環境を整えるなど、たくさんの効能が期待で
きるといわれます。でも、1日100㌘が目安です。それ以上食べると、便がゆ
るくなることがあるので注意しましょう。

【材料】(３人分 )
鶏手羽元  …………………… ９本
里芋（小芋） ……………５～６個
大根 …………………20㌢くらい
みそ  …………………… 大さじ３
赤酒  …………………… 大さじ３
砂糖  …………………… 大さじ２
かつおだしの素  ……… 小さじ２
水…………………………  500cc

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひとの動き
１月11日（日）～２月10日（火）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所
・楠木　保明様　　大阪府
・夜久　幸希様　　京都府
・福田　祐三様　　東京都
・川瀬　裕史様　　愛知県
・黒崎　幸司様　　神奈川県
・伊與部真也様　　東京都
　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ先
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

　「広報こうさ」ア
　ンケート実施中！
　ご協力をお願いし
　ます▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
世持 上田　湖

こ こ

己 女 将　吾

　

住　所 氏　名 年齢 世帯主
豊　内 今田　レイ子 87 レイ子
下横田 内嶌　睦臣 85 喜　世
豊　内 内田　義紀 85 良　枝
田　口 上田　 子 89 　子
横　田 奥田　兼治 84 兼　治
南三箇 中村　　榮 94 榮
白　旗 新改　恂子 99 恂　子
白　旗 井芹　　登 89 登
西寒野 榮　ミチエ 80 次　德
田　口 立山　照子 101 照　子
横　田 白石　義行 82 恭　惠
　　　　　　　　　　　　　ほか２人

　　　　　今月のご結婚　３件
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熊
本
県
内
の
優
れ
た
農
業
経
営

者
を
表
彰
す
る
県
農
業
コ
ン
ク
ー

ル
（
県
、
熊
本
日
日
新
聞
社
な
ど

主
催
）
で
昨
年
、
上
益
城
地
域
の

新
人
王
と
な
っ
た
須
藤
知
弥
さ
ん

（
40
）。
近
年
の
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
の
活
動
も
評
価
さ
れ
、

本
選
で
は
新
人
王
部
門
の
優
良
賞

を
受
賞
し
た
。

　

群
馬
県
出
身
の
須
藤
さ
ん
は
、

東
京
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
10
年
間
勤
務
。
忙
し
い
日
々

を
送
る
中
で
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
就
職
で
群
馬
へ
U
タ
ー
ン
し

た
こ
と
だ
っ
た
。
通
勤
が
電
車
か

ら
車
に
変
わ
り
、
道
沿
い
に
広
が

る
田
畑
の
風
景
が
目
に
留
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
週
末
に
参
加
し
た
農
業
体
験

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
オ
ク
ラ
や

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
を
手
伝
っ
て
、

土
に
触
れ
て
い
る
時
間
が
と
て
も

心
地
よ
か
っ
た
ん
で
す
」

　

将
来
を
考
え
た
と
き
、「
こ
の

ま
ま
Ⅰ
T
の
仕
事
を
続
け
る
の

か
、
そ
れ
と
も
農
業
に
挑
戦
す
る

の
か
」
と
自
問
。
30
代
半
ば
を
迎

え
る
前
に
心
機
一
転
し
、
農
業
へ

と
進
む
道
を
決
め
た
。

　

退
職
後
は
、
日
本
各
地
の
農
家

を
住
み
込
み
で
巡
り
な
が
ら
農
業

を
学
ぶ
旅
へ
。
寒
さ
が
苦
手
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
群
馬
、
長
野
、

愛
媛
な
ど
と
次
第
に
南
の
地
域
へ

と
拠
点
を
移
し
て
い
き
、
熊
本
に

た
ど
り
着
い
た
の
は
6
年
前
だ
っ

た
。

　

熊
本
で
は
有
機
農
業
に
取
り
組

む
ト
マ
ト
農
家
の
も
と
で
研
修
を

受
け
る
こ
と
に
。
そ
の
後
、
出
会

っ
た
妻
の
実
家
が
あ
る
甲
佐
町
へ

拠
点
を
移
し
た
。
義
父
も
町
内
で

長
年
農
業
を
営
ん
で
お
り
、
お
互

い
の
畑
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
を

追
求
。
現
在
は
米
、
麦
、
大
豆
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
中
心
に
栽
培

し
て
い
る
。

　

栽
培
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る

の
は
「
土
づ
く
り
」。
牛
堆
肥
や

微
生
物
資
材
を
活
用
し
、
作
物
が

健
や
か
に
育
つ
環
境
を
整
え
て
い

る
。

　

今
回
受
賞
し
た
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
と
、
県
知
事
や
関
係
者
が
列

席
す
る
格
式
あ
る
表
彰
式
に
、「
農

業
が
こ
れ
ほ
ど
誇
り
あ
る
仕
事
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

須
藤
さ
ん
は
昨
年
、
Ｊ
A
か
み

ま
し
き
青
壮
年
部
の
部
長
に
就

任
。
部
会
の
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
甲
佐
町
内
の

小
学
校
児
童
を
対
象
に
行
わ
れ
る

田
植
え
や
稲
刈
り
体
験
の
支
援
活

動
も
そ
の
一
つ
。「
農
業
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も

大
事
。
こ
う
し
た
活
動
は
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
笑
み
を
見
せ
る
。

　

一
方
で
、
地
域
農
業
の
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
は
大
き
な
課
題
。

後
継
者
が
お
ら
ず
、
耕
作
を
や
め

る
農
地
を
須
藤
さ
ん
が
引
き
受
け

る
こ
と
も
多
く
あ
る
そ
う
で
、「
経

営
規
模
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
」

と
話
す
。

　

将
来
的
に
は
法
人
化
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
形
を

模
索
し
て
い
る
。
異
業
種
か
ら
飛

び
込
ん
だ
挑
戦
は
今
、
甲
佐
の
大

地
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
次

世
代
へ
と
つ
な
が
る
農
業
へ
と
歩

み
を
進
め
て
い
る
。

大
地
に
し
っ
か
り
根
を
張
り

次
世
代
に
つ
な
が
る
農
業
へ

Kosa
Style
こうさ スタイル

長さ50mのハウスがずらりと
並んでいる中には、元気に育つ
スイートコーンの苗がびっしり。
4月ごろには収穫を迎えるそう
で、甘くて子どもにも大好評な
須藤さんのスイートコーン。天
敵のタヌキに取られないように
対策も頑張っているそうです。

〔上田口区〕

広
報
こ
う
さ

2026
M
arch
N
o.680

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行
　
　
甲
佐
町

発
行
人
　
甲
佐
町
長
 甲
斐
高
士

編
集
　
　
企
画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表
）

FA
X　
096-234-3964

U
RL　

https://w
w
w
.tow

n.kosa.lg.jp/

須藤 知弥さん
Tomoya　Sutou 
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